交　流　活　動　計　画　
	活動名
	あきのおたのしみかい

	実施月日
	令和◇年◇月◇日（◇）２校時・20分休み（9：30～11：20）

	参加者
	〇〇保育園　5歳児    ２０名　担任・加配保育士・園長

△△幼稚園　5歳児    １８名　担任・園長

□□小学校　1年生　  ２９名　担任・特支担任・養護教諭・校長

	実施場所
	□□小学校　　体育館・１年生教室

	活動の
ねらい
	幼児
	〇（交流活動に対するねらい）
〇（指導計画に基づくねらい）

	
	児童
	〇（教科等）本時の目標

〇（本時の評価規準）【評価の観点】

	準備物（持参物）
	幼児
	

	
	児童
	


	事前の学び
（遊び・学習）

	幼児
	・保育所の園庭や、園外保育などで、秋の自然物に触れる。
・1年生とのお楽しみ会を楽しみに待てるようにお帰りの時間等クラスで話す機会をもつ。

	
	児童
	・自分で作った秋の素材のおもちゃで保育園児と一緒に遊びを楽しむ時間を進んで計画し、準備する。


＜活動の展開＞　
	幼児への支援等
	時程
	幼児・児童の活動
	児童への支援等
（◆評価規準）
	備考

	○いつもと違う環境に緊張している幼児が安心できるように、声をかけたり寄り添ったりする。
	9:30
	・小学校着
・体育館に移動
	○幼児が安心して体育館に入れるように低学年玄関に迎えに行く。
	午前中ずっと体育館を借りる。


	○活動に入れない幼児がいたら、そばで話を聞きながら、安心して活動に入れるようにする。
	9:40
	1． 始めのあいさつ
司会：（　　　　）
・一緒にダンスを踊る
・ドッジボールをする
・教室へ移動
	○一人一人が自信をもって活動できるように、よさを認めて伝えていく。
	事前に聞いた幼児が楽しんでいる遊び（今後広げたい遊び）を一緒に楽しむ。

	○司会の話を静かに聞くことができるよう見守る。
	10:10
	
２.今日のめあてを確認する。
	○司会が安心して言える雰囲気を作る。
	

	○何をすればいいかわからない子がいれば、そばに行き、したいことを聞きながら安心して活動できるようにする。
	10:15
	３．秋のおもちゃを作る
・おめん
・まとあて
・つり
・イヤホン

	○幼児と積極的に関わるように声をかけながら、教師も一緒に作ってみる。
○何でもやってあげるのではなく、幼児も選んだり一緒に作ったりできるように声をかける。
◆・・・（しようとし）ている
	小学生はグループごとの机に分かれる。
園児は作ってみたいおもちゃのグループに分かれて一緒につくる。


	幼児への支援等
	時程
	幼児・児童の活動
	児童への支援等
（◆評価規準）
	備考

	○自分がやりたいおもちゃを選び遊ぶことができているかそばで見守る。
○安全面に配慮する。
	10:45
	４．秋のおもちゃで遊ぶ。自分が作ったおもちゃや、友達が作ったおもちゃで自由に遊ぶ。
	○一人で楽しんでいる幼児がいたら、みんなで楽しむことを意識できる声かけをする。
	・ねらいの達成につながる姿を捉え、写真などで記録をとる。

	○交流会の感想を園児なりの言葉で伝えることができるようにそばで見守る。
	11:10
	５．終わりのあいさつ
・感想発表

・おわりのことば（　）
	○感想を話しやすい雰囲気を作る。
	・感想発表は、まずペア同士で楽しかったこと等を1年生が聞きながら会話し、その後みんなに発表するようにする。

	
	11:20
	・帰る準備をする

・小学校発
	
	


	事後の学び
（遊び・学習）

	幼児
	・自分たちも秋の自然物を使って、いろいろな遊びをしてみたいという気持ちを大切にし、活動へつなげていく。

	
	児童
	・交流活動の経験の中での幼児の様子や感想を振り返り、自分の頑張りや伸びに目を向けるようにする。


＜振り返り＞（例）　～顔を見合わせた振り返りを行いましょう～　

	～事後の子供の様子～

	①　どのような育ちや学びが見られたか。



	②　①の姿を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10の姿）に照らし合わせると

	③　幼児と児童の姿は、ねらいを達成していたか。（ねらいは適切であったか）


	④　活動内容は、幼児や児童のこれまでの体験や学びを活かして、主体的に取り組めるものであったか。

	⑤　保育者と小学校教員の関わり方や学習環境（環境構成）は適切であったか。


	⑥　次回に向けて（今年度実施予定の交流活動や来年度の交流活動に向けて）


参考例





例　○（生活科）幼児と進んでふれあい交流できる。


○幼児の反応や状況に合わせて伝え方を変えたり、繰り


返し伝えたりして、進んで交流しようとしている。【主】





『あきのおたのしみかい』へようこそ





　視点の（例）ですので、全ての項目を振り返る必要はありません。


　地域の実情に応じて、振り返りの視点を考えていきましょう。








